


































大阪における救急医療体制 

 大阪における救急医療は表2のように213の救急告示医療機関と50の2種救急医療機関

(大阪府独自に設置)、さらに 35 箇所に及ぶ各地の休日急病診療所と 14箇所の夜間急病診

療所に、休日は 6箇所、夜間は 7箇所の 2次後送病院(昭和 59年の後送率は休日1.2%、夜

間 2.9%)がセットされると言う形でシステム化されており前者は主として外科、後者は主

として内科、小児科の診療に当っている。また特定科目の中でも耳鼻科、眼科については

中央急病診療所で土曜、休日の診療が行われ、各科とも 15 病院の内 1 病院が輪番制で 2

次体制を受け持っている。さらに 3次救急医療機関としては 16病院の救命救急センターが

機能している。また情報網としては大阪府の救急医療情報センターと 345 病院に設置され

た医療端末機がコンピューター網で結ばれて救急医療情報システムを構成している。 

 周産期医療の中でも新生児救急については 20 病院の小児科医により新生児診療相互援

助システム(NMCS)が組織されシステム化はすでに軌道に乗っている。残された産科救急に

ついても最近発足した産婦人科診療相互援助システム(OGCS)の中で活動が行われようとし

ている。 


